平成20年第３回（６月）定例会　一般質問通告表
	順
	質　　問　　事　　項
	質 問 者

	１
	１　佐渡総合病院の移転新築について

２　市立病院の運営について

３　小中学校の耐震化と学校統合について

４　学校支援地域本部事業について

５　国・県営かんがい排水事業について

⑴　進捗状況について

⑵　代替水源について

６　若者定住と企業誘致について

７　消費者相談窓口強化について
	金子健治

	２
	１　独自財源の確保と住民サービス。行政経費の見直し、職員の活用と人件費削減の手法

２　地方道路特定財源「軽油引取税」が、新潟市の政令指定都市移行に伴い、新潟県から新潟市へ移譲された。佐渡市の消費分の扱いについて、新潟県及び新潟市との交渉が必要と考えるが、協議されているのか

３　ガソリンの価格高騰、本土との価格差に島民は喘いでいる。行政としてできる対策

４　ガソリン税の制度改正と一般財源化の是非について、市長の捉え方

５　「障害者の雇用の促進等に関する法律」に対する佐渡市の取組みと現状

６　医療と福祉・福祉と介護について

○　佐渡医療圏の確立と整備、施設運営のあり方について

７　「後期高齢者医療制度」施行前後における、佐渡市の所得別負担額の対比

８　「小木直江津航路二隻化戦略検討委員会」の設立と運営、「小木直江津航路のあり方検討会議」の総括と「小木直江津航路改善評価委員会」の任務と報告

○　４月より一隻体制の運行を始めながら、５月に「小木直江津航路二隻化戦略検討委員会」を立ち上げる矛盾
	祝　優雄

	３
	１　民パワーを生かすチャレンジ事業から
⑴　これまでの応募件数と認可件数及び予算関係はどうなっているか
⑵　認可基準のポイントは何か（書類整備か事業内容か）
⑶　成果の判定とその後の指導、３年目以降の継続状況について
⑷　費用対効果での成功例、モデル例を広く公開せよ
⑸　申請書提出後、タイムリーな認可（承認）への努力をしているか
２　佐渡観光の基本的問題解決が急務
⑴　「トイレの戸を開けるのは誰か」

・　新潟日報「窓」欄の投稿記事に関連して(５月３日掲載)
⑵　観光不振の原因分析をストレートに示せ
⑶　島の魅力アップ（観光誘客）に向けた課題とは何か(押し売り観光は止めて本物を見せる努力に邁進すべし)
・　２～３の実例を挙げて解決策を示せ。例えば宿根木の伝統的建造物群保存地区の最終構想について
３　佐渡総合病院建設事業について
	村川四郎

	３
	⑴　「離島の医療問題の解決」は新病院の建設で解消出来るのか（高度医療施設、診療設備、連携、技術、医師、看護師、技師、財政面について）
⑵　地域医療確立と新病院建設へ市民の理解は得られているか
⑶　新病院建設、地域医療確立へ特別委員会の設置を要望すべきではないか
４　佐渡の本名と「この島の品格」について
⑴　「標準地名決定問題」、この島の標準地名はなにか。その理由は
⑵　「さどがしま」表示を否定する理由はなぜか
⑶　標準地名「さどがしま」への統一こそが「この島の品格」であり、誇り高き島人を育むのではないか
	村川四郎

	４
	◎　佐渡市長選挙公報において提示した公約について

　＊参考

①　トキ放鳥と世界遺産登録を成功させ、美しく環境、文化、豊かさが共鳴する潤いのエコランドをつくる

②　風浪被災地の復興支援に全力傾注、安心の改良復旧確保

③　朱鷺と暮らす郷づくり認証制度で農業支援。島内産材重点発注で林業支援。共同畜舎、新規参入奨励で畜産支援

④　寒ブリ、ナンバンエビなどブランド強化で、漁業支援

⑤　商店街へ顧客回帰のため、全島交通システム研究

⑥　学校給食は佐渡米百％を目指し、施設充実整備

⑦　景気回復と産業支援のため、島外移出産品の運賃補助

⑧　環境にやさしい企業やＩＴ企業の誘致

⑨　北埠頭早期着工、加茂湖埋め立て、バイパス早期着工

⑩　離島振興協議会会長として離島航路支援、運賃値下実現

⑪　出産費の無料化、在宅介護の支援に努める

⑫　佐渡総合病院の移転新築に基幹病院として全面支援

⑬　空港建設は、地権者の理解を進め、羽田フライト実験実施

⑭　結婚問題に、各種出会いイベントや講座の開設

⑮　文化伝統芸能の教育で、島の未来を支える人材を育成

⑯　行政改革に努め、生まれた財源で市民サービス充実
⑴　掲げた公約が市民に理解され、支持されたと考えるか

⑵　②や⑨は具体的に動き出したようだが、それ以外に当選後、公約実現に向けた具体的な指示をしたか

⑶　来年度に着手～具体化する事項は何か

⑷　早急に、公約実現プログラムを策定し、市民に提示すること。集中改革プランを任期に併せて、平成20～24年に組み替え・改定したらどうか
	田中文夫

	５
	１　地方公共団体財政健全化法施行への対応と現状について
⑴　佐渡市発足以来、「財政が厳しく、夕張市のようになる云々」等と言われているが、地方公共団体財政健全化法における「４つの指標」及び病院など公営企業の「資金不足比率」の観点から、07年度指標の状況を含め、佐渡市の状況を問う。
⑵　国の地方交付税などの財政のあり方や地方公共団体財政健全化法及び今後の流れについて、市長の見解と姿勢は
２　「子育て支援」について
	中川直美

	５
	⑴　具体的な取組みとスケジュールについて
⑵　実態にあった出産育児一時金、妊婦健診への助成（回数）の拡大と拡充（里帰り時、歯科健診の導入）
⑶　教育費の保護者負担軽減策として部活遠征費等を拡充することについて

⑷　子どもの通院医療費助成の年齢引き上げについて

３　農業振興策について
⑴　今、食糧不足等が叫ばれている中、市長は「米の余剰生産の時代」（市ホームページ「市長室」より）との認識だが、大規模農家育成の今の農政、米をめぐる農業等についての市長の見解、姿勢について
⑵　「水田経営所得安定対策」は大幅に見直されたというが、状況と対応について。問題点はないか
⑶　国が進める耕作放棄地対策を積極的に受けとめ、トキ放鳥などの点でも「棚田復活」「ビオトープ」への取組みを全島に広げること。また、耕作放棄地についての対応について
４　保育園の統廃合計画及び幼老複合施設について

⑴　計画実施について
①　統合する地区ごとの中心保育所は
②　計画の具体的なスケジュールと保護者等への説明、合意形成の取組みについて
③　指定管理及び民営化をめざしている保育園
⑵　真野第２保育園の幼老複合施設は、今後の佐渡にとって研究に値する施設と思うが、その取組みについて
	中川直美

	６
	１　夢のある佐渡の実現について

⑴　宿命的な離島格差の改善について

①　有人離島の数、人口及び総面積について

②　自民党離島振興委員会の離島航路問題プロジェクトチームの審議状況について

③　離島振興法及び農村地域工業等導入促進法に基づく佐渡市の施策について

⑵  雇用の確保について

２　佐渡百年の大計となる佐渡総合病院の移転新築について

⑴　佐渡市の総合的な医療体制の充実について

⑵　用地について

３　佐渡空港について

　○　大型航空機就航の場合の利用客のシミュレーションについて

４　高波被害の早期復興について
⑴　応急措置について

⑵　災害査定の状況について

⑶　佐渡市の救済措置について

⑷　佐渡市における危険箇所の調査と対策について
	根岸勇雄

	７
	１　農業政策について

⑴　世界的食糧危機、穀物価格高騰等の環境変化を受け、国に対し市場主義農政からの転換を求めるべきと考えるがどうか
	小田純一

	７
	⑵　集落営農の組織づくりは法人化を求める企業的経営体づくりから集落の農地や自治機能を意識した自然体的組織づくりの視点が大切と考えるがどうか

⑶　自給率、環境保全を考えた生産調整の戦略的品目と推進策は

⑷　農地確保、耕作放棄地解消策について

・　実態把握の状況と活用策及び農業委員会の果たす役割は

⑸　学校給食における地産地消の推進と食の安全性について

２　限界集落対策について

⑴　冬期移転の受入れ施設の検討は

⑵　ＪＡ方式による出前市役所や補完的役割をもつ広域連携組織づくりの検討を

⑶　集落間の市道管理の負担軽減について

⑷　積極的対策としてのグリーン・ツーリズムの推進について

３　学校耐震化対策について

○　改築年度、統廃合計画等の見直し検討はされているか

４　佐渡総合病院移転新築計画への行政支援について

⑴　公的病院改革ガイドラインと一本化した検討がされているか

・　経営の効率化、再編ネットワーク化、経営形態の見直しのどのパターンを想定しているか

⑵　用地取得、インフラ整備の補助限度額及び安全性（耐震等）は検討されているか
	小田純一

	８
	１　行財政改革について

○　組織・機構改革の現在の問題点と今後の方針について(現取組み、推進体制、行政評価、組織と仕事に関し各項目ごとに問う)
２　生涯学習について

○　地域で行われている公民館活動など生涯学習に対する住民の不平不満の声をなぜ検証できないか
	佐藤　孝

	９
	１　地産地消による地域経済の活性化について

⑴　農業振興について

①　地産率について

②　給食用食材の地産率について

③　流通システムについて

⑵　林業振興について

①　ブランド化について

②　県のカーボンオフセット事業との関連について

③　新エネルギー普及による林業振興について

２　行政改革について

○　行財政改革特別委員会の提言に対する取組みと進捗について

３　指定管理者を公募中の施設と公社･三セクについて

⑴　現在の経営状況について

⑵　指定期間について

⑶　今後の運営について
	金光英晴

	10
	１　自転車をとりまく環境と街づくり政策について

⑴　自転車文化の構築について考え方を問う
⑵　平成19年７月に国土交通省道路局から通知されている「自転車走行環境の整備に関する取組内容」について問う

⑶　島内における自転車利用状況を問う

⑷　自転車通学の道路は安全性が確保されているか

⑸　これまで開催されたスポニチ佐渡ロングライド210及び佐渡国際トライアスロン大会の反響と問題点について問う

２　子育て支援について

⑴　出産費用の無料化施策の実態を問う

⑵　退院時に出産費用を準備しなくてもよい、立替え委任払い制度の導入について問う

⑶　おむつ替えや授乳場所に保育所や公共施設を開放する「赤ちゃんの駅」を設置する考えについて問う

⑷　保育所の耐震化状況を問う
	本間千佳子

	11
	１　住民サービスの向上について

２　定住促進と人口増への取組みについて

３　世界遺産登録に向けての取組みについて

４　観光行政における体質改善について
	廣瀬　擁

	12
	１　後期高齢者医療制度等について

⑴　高齢者に負担増と差別医療を強いる後期高齢者医療制度は廃止すべきと考えるが、市長の見解を伺う
⑵　75歳以上の人間ドック助成事業を実施すべきと考えるが見解を伺う

⑶　年金天引きは選択性にすべきと考えるが、見解を伺う

２　佐渡市の健康づくりサービス等について

○　胸部レントゲン検診会場については、地域住民が受診しやすい会場設定が必要と考えるが、見解を伺う

３　福祉バス等について

○　無料の福祉バスを廃止し路線バスに１本化することなどについて地域住民に理解されているのかどうか、見解を伺う

４　松ケ崎総合センター等について

○　平成20年４月から乗用エレベーターが利用できなくなった。地域住民が利用できるようにすべきと考えるが、見解を伺う
	中村良夫

	13
	◎　放置できない行政の危機的状況について

⑴　危機的な行政を監視する議会の状況について

・　選挙戦で露呈した諸問題について

⑵　後期高齢者医療制度で噴出した諸問題について

①　保険料の減免の道が閉ざされた問題点について

②　支援金とメタボリック改善事業について

⑶　佐渡の高齢化率と超高齢化時代の政策について

①　限界集落対策室設置の必要性について

②　労働力人口の減少と保育事業について
	加賀博昭

	13
	⑷　厚生連病院の建設問題で表面化した医療問題の弱点について

・　県厚生連の20年５月21日付文書が語る無放任ぶりの露呈について

⑸　親松副市長が率いる地方再生推進本部の地域再生バイオ燃料製造事業の企画推進について

・　筑波大学の北村准教授も呆れる佐渡市の怠慢ぶりの露呈について

⑹　ＣＮＳテレビ事業を取り巻く厳しい情勢と対策について
①　ＣＮＳテレビ回線とサドテレビの回線は行政マスメディアの不可分の関係にあることの問題点について

②　佐渡市は出資者であると同時に事業で密接な関係にある特殊な立場にあることの認識について

⑺　離島ガソリンの異常高騰対策について
①　市民生活への影響について

②　政府交渉の必要性について
	加賀博昭

	14
	１　選挙結果から髙野市政の１期目の評価を問う

２　今後の市政運営について問う

⑴　地域対策について

①　周辺部の過疎対策について問う

②　島内の公共交通対策について問う

⑵　産業･雇用対策について

①　島内の雇用実態と雇用対策について問う

②　農林業の振興策について問う

⑶　医療、高齢者福祉について
①　後期高齢者医療制度について問う

②　介護施設入所の状況について問う

③　市立病院のあり方について問う

⑷　学校教育施設について
・　学校教育施設の耐震化対策について問う

⑸　環境問題について
・　環境保持における産業廃棄物処理について問う
	小杉邦男

	15
	１　佐渡のガソリン価格に対する市の対応

２　後期高齢者医療制度に対する市長見解と市の対応

３　行財政改革
⑴　火葬場、焼却場の統合計画
⑵　本庁･支所･出張所の整備計画（時期含む）

⑶　副市長複数制、部長制の見直し時期

⑷　佐渡総合病院移転新築に伴う要請に対する市の対応

４　農業政策

⑴　世界的な穀物不足に対する市長見解と市の対応

⑵　農業委員（会）の役割

５　アイマーク問題の市教育委員会のその後の対応

６　出生祝金（分娩費無料化）の実施時期
	近藤和義
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